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【第1章】日本語ってどんな言葉？

Key 領域 りょういき ①そのものに関係する範囲②領地の範囲③学問などの分野

2 痛感 つうかん 強く心に感じること。身にしみて感じること。

12 根強い ねづよ-い ①深く根を張っていて揺るがない。基本がしっかりしていて強い。 ②根気よい。ねばり強い。しつこい。

22 借り か-り ①相手から受けて、ふさわしいお返しをしなければならないと感じる利益・恩恵。負い目。または、恨み。②借りること。また、借りたもの。特に、借金・負債など。

29 配慮 はいりょ 他人や他の事のために気をつかうこと。

32 恩恵 おんけい 情けや恵み。自然や他人がある対象に与える物事や行為で、その対象に幸せをもたらすもの

37 端的に たんてき-に 遠回しでなく、はっきりと表すさま。

40 暗黙の了解 あんもく-の-りょうかい 口に出して言わなくても分かること。

52 適切 てきせつ 状況・目的などにぴったり当てはまること。その場や物事にふさわしいこと（さま）。

53 踏み込む ふ-み-こ-む ①踏んで中に入る。踏んで、穴・溝などに落ち込む。 ②思い切ってさらに前に出る。相手に近づく。③物事の奥深くまで立ち入る。物事の核心・本質などを考慮に入れる。

58 豊富 ほうふ 豊かであること。多く持っていること。

2. 日本語にはなぜ挨拶表現が多いのか（p.20）


